
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和 32年 3 月10日 講 演 要 旨 395− 47

、

れ そ れ輿えた ，環境は良好環境 （以 下 G ・C ・と略），不良

環境 （以 下 B ・C ・と酪） と に 分け， 前者 は 1群 5匹 と し

飼育箱 に 入 れ ， 室温 18° 〜22℃ ， 温度50％前後の 部屋 に

置 き ，敷藁は 常 に清潔と し，水 は 50cc入 の 給水びんを使

用 した．B ．C ．は 1 群 5 匹 と し同様 に 飼育箱 に入 れ 高温，

高濕あ る い は低温な どの 外界 の 影響を受け る 場所 に 放置

し ， 敷藁も不潔 の ま s と し，水 は 同 様に50じc入 の び ん を

使用 した．

　性周期は 腟脂膏を毎 日午前 10〜12時 の 閭 に靜か に 白金

耳に て 採販 し塗抹，メ タ ノ
ール 固定 5分後 ，

ハ リス の ヘ

マ ト キ シ リ ン に て 5 分聞染色，水洗 し鏡檢判定 した ．性

周期は Allen の 5期法 に準じて 判定 した ．

　實驗結果

　1）　最初 の 獲情 日ま での 平均 口數 は G ．C．におい て は

純系 ・雜系共 に 大差 は な い が ，B ．C ．に お い て は S ．M 系，

ddN 系 ， 雜系の 順で初護獲情 日 が 遲れ る と共 に G ．C・

との 差は大 とな つ た．

　2）　G ．C ．に お い て は 純 系 。雜系 共
一

定期間 に お ける

發情同數に つ い て は變化は な か つ た が 日數に つ い て は 雜i

系が幾分長か っ た．B ．C．にお い て （，ま S．M 系，　ddN 系，

維系の 順 に そ の 發情囘 數 ，日 數共減少し G ・C・と B ・C ・

との 差は 上 記 の 順で著明 とな つ 2辷．

　 3） 環境 と飼料 との 種 々 な 組合せ に よ る性周期 の變化

の 比 較 は G ．C ．十 完 全 飼料→ B ．C．十 完全飼料 。G ・C・十

不 完 全 飼料 → B ，C．十 完全 飼料 ・B ．C．十 不完全飼料 →

G ・C ，十不完全飼料を 塁撮 として 行い ， 何 れ の 場 合に お

い て io　S　．M 系 ，
　 ddN 系，雜系の 順でそ の 性周期 の 變化が

著明であ つ た ・

　 4）　高温 ・高濕時 に お い て も S ．皿 系，ddN 系 ， 難系

の 順 に お い て そ の 發情囘數 ， 日數の 減少が 見 られ た ．

　 5） なお こ れ ら種 k の環境 に お い て ， 各種 ホ ル モ ン 劑

の 使用 に よ つ て 性周期 に 如何 な る變化 を 興 える か に つ い

て は現在な お 檢討 中で あ る・

　 67．僞妊 娠に關する實驗的研 究

　　　　　　　 （都 立 大塚） 小 林 敏政 ，

ee

白石水内

　 ラ ッ テ の 發情周期 は 實驗 514匹 の 結果は 4 〜5 日で，

今 ま でに 報告 され て い る そ れ と大體
一’致す る ．こ の 發情

周期 ぽ 氣候及び榮養状態 に 著 し く左 右 され る こ と は 事實

であ る ．すな わち春〜秋季に は 周期ぽ殆ん ど規則 正 し く

繰返 さ れ る が 冬季に は 不規則 か つ 延長す る傾 向が あ り，

また 榮養状態不良の 場合も不規則 か つ 延長す る ．

　 僞妊娠 成 立 の 實驗

　 1） 輸精管切斷雄ラ ッ テ に よ る 發情周期 の 變化

　輸精管切斷雄 ラ ツ テ を發情前期及 び 發情期 の 雌 ラ ツ テ

と同居 さ せ る と周期の 延長を認 め た もの は 發清前期同屏

の 場合26匹 中茸 匹 65。38％，發情期 の 42匹 で は ， 6匹

14．28％ ， 周期延長 目數は 發 i青前期 で は 平均 1工．四 ，發

情期でぽ 8．3目 で實際交尾慾 （僞妊娠成立時期） は發情

前 期 に 強 く認 め られ た．また 僞妊娠成立 は 竹 脇では 平均

延長 日數10．8± O．4N ，　 Long 及び Evans で は 58匹中

51匹 に お い て （8T、8％ ）の 周期延長 を認めた と報告 して

い る が そ れ よ りお と る ．

　2） 稍子棒で 子 宮腟部を刺戟 した 場合の 發情周期の 變

化

　各期 に お け る 僞妊 娠 成 立 率 は ，發情前 期 29匹 中 7 匹

24。15％の 延長 ， 平均周期延長 口數 8．8 日で發情期 36匹

中 8 匹 22。23％延長，平均延長 日數 9．，1日であり， 交尾

慾減退 した發情後期及び發情問期 に お い て も硝 子棒に て

子宮腟部 を刺戟す る と少數な が ら周期 の 延長が 認 め られ

た ．すな わ ち發惰後期21匹 L［
．11 匹 5．0％．發情間期 τ4匹

中 6 匹 8．11％周期延長が認め られた ．

　3）　各種藥物 に よ る發情周期 の 變 化

　・イ） Novocain を腟内に 注入 10分後稍子擁で子宮腟部

を刺戟した 場合は 發情周期延長例は著 し く低下 し ， 渡情

前期2G匹 申 3匹 15．0％，發情期工0匹中 2匹 20．0％，發情

後期18匹中 0％ ， 發情問期 28匹中 2 匹 τ。15％で平均延長

日蠍 8．3日であ つ た ．こ れは 5％ Novocain 　 lこ よる局

所翫醉 に よ り感受性 が 低下 し僞妊娠成 立 低 ドした もの と

思 わ れ る．

　 ロ ） Ravonal 嘛醉 に 　： る 變化 ， す な わ ち 2。5％の

Ravonal 　O．2cc腹腔内注射後30分で同様子宮腟部 を EB子

棒で刺戟 した 場合， 發情前期 6 匹中 1 匹 16、66％ ， 發情

期13匹 匚［91 匹 丁．46％ ，　發
lr

吉間期 26τZ⊆ill12匹 7．6996の 延長

あり，平均延長 日數 は L3 日 であつ た ．

　 ハ ）Contomin に よ る 變化 ， す な わ ち 腹腔内注射30

分後に同様峭子棒で刺戟 した場合は發情前期 10匹 中 1 匹

10。 ％ ，發情期 16匹中 ユ匹 6．26％ ， 發 青閥期器 匹中 2匹

9．10％の 周期延長 あ り，平均 延 長 日數 7β 口 であ っ た ．

　 二 ） Viadril　1 ％   ．4ec腹腔内注射後同様刺戟 した 場

合發情前期14匹 中 1匹 7．1％，發情期 32四 中 2 匹 6渇 鉱

發情間期 43匹 中 2 匹 47％ の 延長あ り，平均 延長 日數 7．1

であつ た．

　 こ の 様 に稍 子 棒 に よ る子宮腟 部 の 機械的刺戟に よ つ て

も僞妊娠成 立 が 酊能で あ り，ま た 痲醉劑を使用 した 場 合

は 周期延長數 が 低 下す る の は 神經傳導經路が 痲醉の 影響

を うけた もの と思わ れ る．僞妊娠成立 を 阻止 す る 作用 O
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最 も強 きは，Viadri工 （6．3％）であ り，
　 Contomin

，

Ravonal は ほ く同 率 で 局所耽1醉の Novocain が 最 も

弱 い ．

　 4）　Parabiose に ょ る 發惰周期 の 變化

　 Parabiose 　 3 組 に よ る 17周期の 僞妊娠成立 の 實驗 を

行 うと 8 ，8 ， 7 日 （17．6％） の 延長あ り， しか して 嚼妊

娠成 立 ラ ッ テ の 他側ラ ッ テ は そ れ ぞ れ の發情周期 を 營ん

でい た．こ の 事實と前記の 痲醉劑使用時 の そ れ とに よつ

て 僞妊娠成立 機序 は 神經經路に よ る もの と推臨 さ れ る．

　 つ ぎに 僞妊娠卵集 と妊娠卵集 との 重量の 比較は 妊娠卵

集の 方が 全般的に 重 く，僞妊娠卵篥は妊娠卵欒 に比 して

輕 い ．す な わ ち妊 娠 卵集の 右卵集24．1mg，左 卵漿23．9 

に 野 して 僞妊娠 の それ は右卵藁 19．2  ， 左 卵災20。8  で

あ る．妊娠卵藁の重量 は妊娠 5H よ り10日ま で大體同重

量であ る が 僞妊娠では 僞妊娠 が進 行 す るに 從 つ て 重量 を

増加傾向が あ り ， ま た 妊娠卵集 に お い て 妊娠 初期 と （5

円位） 中期 （10口位）．の 重 量 に お い て差異 が 認 め られ な

い ．桑た こ れ ら黄體 を ホ ル マ リン 固定，凍結 切片作成後

ズ ダ ン 皿脂肪染色 に よつ て 内莢膜細胞 の 脂肪 の 様子 を窺

うと僞妊娠 7〜8 口の もの に お い て 脂肪體 を認 め る 事が

少 い ．

　ま た 妊娠 ， 僞妊娠 の い ずれでもな い ， 普通 の 周期時の

黄體 との 比較 に お い て も差異があ る如 く認め られた の で

こ の 脂 肪並 び に 間質の 脂肪に つ い て リポ イ ド染色 （糖脂

質，燐脂質，コ レ ス テ リン な ど） を實施 して 報告す る．

　68．雌性性器に及ぼす超言波の 影響につ い て

　　　　　　　　　（日 大）
瀞

思井 伸吾 ， 山崎敬逸

　超音波 （以下 US と略記す）は193S年 Pohlma ロ が

始 め て治療 に應用 して 以 來 ，歐 米 特 に ドイ ツ では そ の 研

究が盛で ， 物理療法 と して 重要な 地位 を占め て い る，本

邦で も早 く よ り生 物學的作用 につ い て は 種 々 研究發表 を

見 る が，治療面 に お ける研究は 近時漸 くそ の 關心 が 高 ま

っ て 來 疋 ．そ の 作用機序 に 關 して は ， 未 だ 充分解明 さ れ

て い な い が ， US の 強 さ が適當で あ れ ば 生 體 に 對 し良好

な 刺戟 とな る が，過度な らば破壊的あ るい は抑制的に作

用す る とい われ ， 本療法 に つ い て は種攻 の 禁忌症が あげ

られ て い る ．ドイ ツ に お い て は US 照射 に よ り人工 妊娠

中絶 が 行わ れ ，
Thiele な どは そ の 亂用をい ま しめ て い

る．Albers は大量照射 に よ り月經障碍 を見 る とい つ て

お り ， ま た　Good などは US は婦入性器 に は餘 り影響

を見ず手術不能性器癌 の 疹痛除去 に 著効 あ り とい つ て い

る．雌性 々 器障碍 に つ い て動物及び 人 體實驗に つ い て 種

k 論議あ り未だ 定説を 見な い 状態であ る．一方本邦で は

そ の 方面の 研究發表を殆んど見ない が ，われわれ は 雌性

白鼠，家兎 に つ い て 下 記 の 實驗 を行 い 若 干 の 畑 見 を え た．

US 發生 裝置 は 久保田製作所製治療用超音波装置 （テ ラ

ソ ニ ッ ク ス ）を使用．な お 温度｝こ よ る影響 の 對照實驗を

併試 した ．

　   　雌性白鼠卵漿部照射 に よ る ’EII周期 に 及ぽす影響

　 白鼠卵集部照射 を 各種量及 び 時間で行 い 少量で は變化

な く．中等量では刺戟促進的 に働き，大量で靜［E期 の 延

長 を 見 ， 抑制的 に働 くこ とが わ か つ た 。

　   　妊娠白鼠卵集及び 子宮部照射に よ る妊娠 に 及 ぼす

影響

　 妊娠後半期では實驗量では流産 を 見な か つ た が ， 前半

期で は流産例を見，照射量及 び妊娠時期 に よ りUS は 妊

娠 に 對 し障碍作用を及 ぼ すもの と思われ る．な お 分娩せ

る 仔 に は 奇型を見な か っ た ．

　   雌性家兎卵災部照射 に よ る人工 排卵 に 及 ぼ す 影

響

　饗照實驗 と して Synaliorin 耳靜脈注射に よ る 排卵時

開 を 推定 ， US 各種條件量照射 を家兎卵巣部 に 行い ， 大

量では 排卵抑制作用， すなわち卵胞 に封 し直接障害作用

あ る 事が 證 明 さ れ た．な お 組織的 に も莢膜増殖 ，卵胞發

育抑制，黄體退化促進，卵藁間質部萎縮 が 認め られ た．

　以 上 要す る に US は雌性 女 器 の 機能 に 對 し， 少量では

異常な く， 中等量 で促進的 に 作用 し，大 量 で抑制的 に作

用 す る とい うこ と が 出來 る．

　69．諸種抗腫瘍性物質の 動物雌性生殖機能 に及

ぼす實驗的研 究

　　　　　　　　　　 （昭和醫大）　荒木 唐出之助

　抗腫瘍性 物質は 分 裂盛な 悪性 腫 瘍細胞 に對 して そ の 分

裂を 阻 止 す る k の である。そ こ で私は幼弱 に して 分裂力

の 強 い 卵，卵胞細胞，さ らに 受精卵 ，妊卵 に對 す る一
連 の

抗腫瘍性物質の 影響，ひ い て は 性器．性器機能及び生殖

機 能 如 何 に つ い て は 極 め て 興味あ る もの と思い 丿 こ れ ら

に關す る 研 究を試み よ うと して ， 白鼠 の性周期 ， 家兎 の

排卵 ，
マ ウス の 妊卵 ， 妊孕率 ， 産仔及びそ の 育仔に及ぼ

す 影響に つ い て 實驗 的研 究 を試 み た ．使用 した 抗腫 瘍性

物質は Nitromin （N ．M ．0 ．），　Azan （Az ），Carzinop −

hilin （Cp ）である。實驗結果 は つ ぎの 如 くであ る．

　  　白鼠 の 性周期 ： N ，M ．O ．，　Cp に よ り よ く 性 周期

を 抑制 しえ た．Az は 大 量 投 興 の 少數例 に 性 周 期 の 變化

を みた が ，
Az 投與によりか えっ て 周期 の 短縮す る もの

が あ っ た 。N ．M ．O ．
，
Cp，Az の 最少性周期抑制量は 1 囘量

3．7  1kg，838．9u1  ，100〜 200mg！［鰐 で あ つ た ．な お 抑
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